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◆ その他 
1)  奥寺 敬．国際災害医療研修システム・エマルゴの動向．久喜災害医療研修会；2015 Feb 20；久喜． 
2)  奥寺 敬．アレルギーとアナフィラキシーショック、HAE（遺伝性血管浮腫）．糸魚川総合病院救急医療講演会；2015 
Mar 4；新潟． 
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徳島．（特別講演） 
4)  奥寺 敬．シミュレーション研修の最近の動向．伊那中央総合病院シミュレーションセンター記念講演会；2015 Jun 
13；伊那． 
5)  奥寺 敬．院内トリアージと JTAS の動向．秋田県第 2 回 JTAS 研修会；2015 Jun 21；秋田． 
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